
令和２年度報告書

資料編
公園でのボール遊び事業
コ ロ ナ 禍 に お け る 公 園 利 用 の 実 態

ボール遊び状況の実態調査及びヒアリングの概要

調査日時
11月18日（水）・1月13日（水）・2月3日（水）
全日14時半～16時半 千教研の日を対象

調査施設 ルール看板のある11公園（新規3公園含む）

方 法
ボール遊びをしている人数・内容等を調査
施設で遊んでいる小中学生及び大人（新規公園のみ）にヒアリング

特 記 コロナウイルスによる公園利用の実態についても調査

実態調査及びヒアリング結果

11月から実施した事業の効果を確認するため、職員にて各公園に出向き、以下の内容で
公園利用の実態調査を行った。

公園名
小学生 中学生 その他 全体

計 平均 計 平均 計 平均 計 平均

宮本台北公園（新） 62 20.7 3 1.0 0 0.0 65 21.7

夏見台近隣公園 36 12.0 22 7.3 2 0.7 60 20.0

天沼弁天池公園 47 15.7 9 3.0 1 0.3 57 19.0

田喜野井公園 44 14.7 0 0.0 0 0.0 44 14.7

緑台中央公園 35 11.7 2 0.7 0 0.0 37 12.3

宮本台公園（新） 35 11.7 0 0.0 2 0.7 37 12.3

大穴近隣公園 10 3.3 13 4.3 5 1.7 28 9.3

高根木戸第３号公園 14 4.7 11 3.7 2 0.7 27 9.0

新高根６丁目公園 25 8.3 0 0.0 0 0.0 25 8.3

前原東６丁目公園 17 5.7 2 0.7 0 0.0 19 6.3

二和西公園 6 2.0 5 1.7 7 2.3 18 6.0

飯山満南公園（新） 5 1.7 4 1.3 0 0.0 9 3.0

公園ごとの合計人数と一日当たり平均人数 （新）・・・新規公園

中学生

増えた

19%

変わらない

64%

減った

17%

部活・習い事に変化あり

■増えた理由
・部活や習い事が減った
・学校が休みだから など

■減った理由
・自粛したほうがいいと思った
・コロナが怖い など

中学生は自分達の判断で自粛をするなど、小学生とは異なる理由が主となった。
部活や習い事が減った影響が大きく、公園でサッカーやバレーの練習をする姿が見られた。

増えた

32%

変わらない

43%

減った

25%

コロナ禍における公園で遊ぶ回数とその理由

■増えた理由
・室内で遊べない
・別の場所に行けない
・習い事が減った など

■減った理由
・親から止められている
・遊べる友達が少ない など

小学生

約50％の小学生が公園利用に何らかの影響を受けている結果となった。
遊びに夢中で密状態になってしまったり、自分たちで冷静に判断することが難しい子供もいる
ことから、増減の理由には親からの影響が大きいことが伺えた。

親からの影響が大きい

令和２年度報告書の資料編として、新規に事業実施した３公園の位置図、及び実態
調査結果（コロナ禍における公園利用）について、詳細を記す。

宮本台北公園 飯山満南公園

宮本台公園

新規公園の位置


